
　
近
年
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
地
域
で
は

孤
独
死
や
ゴ
ミ
屋
敷
、 

社
会
的
孤
立
、
引
き
こ

も
り
、
8
0
5
0 

問

題
、
D
V
、
高
齢
者
や

障
害
者
、
児
童
へ
の
虐

待
、 

貧
困
な
ど
、 

福
祉

の
課
題
は
複
雑
化
し
て

支
援
に
は
高
い
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
自

然
災
害
に
よ
り
各
地

で
大
き
な
被
害
が
発

生
し
、 

中
で
も
、 

能
登

半
島
で
新
年
早
々
の
震

災
、
9
月
の
集
中
豪
雨

と
い
う
甚
大
な
災
害
が

起
こ
り
、 

災
害
福
祉
の

必
要
性
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
に
な

る
2
0
2
5
年
問
題
の

課
題
の
対
応
を
工
程
表

な
ど
で
示
し
、
社
会

福
祉
を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
の
施
策
な
ど

が
様
々
に
示
さ
れ
ま
し

た
。
近
年
は
、
い
わ
ゆ

る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
前
期
高
齢
者
と
な
る

2
0
4
0
年
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　
2
0
4
0
年
に
は
、 

現
代
社
会
と
は
大
き
く

相
違
す
る
社
会
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
地
域
経

済
や
商
業
、イ
ン
フ
ラ
、

教
育
に
文
化
活
動
な
ど

も
大
き
く
変
異
し
て
い

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、 

当
然
に
福
祉
も
現
在
と

は
違
う
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
名
張
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
以
下
「
本
会
」

と
い
う
。
)
に
お
い
て

は
、
構
成
団
体
で
あ
る

地
域
づ
く
り
組
織
を
は

じ
め
社
会
福
祉
事
業

者
、 

福
祉
団
体
、 

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
種

別
会
員
と
連
携
・
協
働

し
て
地
域
福
祉
並
び
に

災
害
福
祉
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
事

業
や
保
育
事
業
で
は
、

安
心
で
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、

利
用
者
の
確
保
等
に
よ

り
事
業
経
営
の
健
全
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
の
処
遇
改
善
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨

今
の
人
件
費
や
消
費
者

物
価
の
高
騰
並
び
に
名

張
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
等
に
よ
る
影
響
に
伴

い
本
会
の
事
業
運
営
・

経
営
は
例
年
以
上
に
よ

り
一
層
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、 

本
会
は
、 「
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

社
協
活
動
を

 

応
援
し
て
く
だ
さ
いをを

応
援
し
て
く
だ
さ
い

応
援
し
て
く
だ
さ
い

安
心
し
て
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
を
目

指
し
、
名
張
市
や
関
係

団
体
と
の
連
携
・
調
整

を
行
い
、
事
務
事
業
の

合
理
化
、
健
全
な
財
務

運
営
、
安
定
し
た
経
営

基
盤
の
確
立
、 

効
率
的

か
つ
機
動
的
な
組
織
体

制
の
構
築
に
努
め
、
市

民
の
信
頼
と
本
会
の
存

在
意
義
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
名
張
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
社
会
福
祉

に
関
心
を
持
ち
、
社
協

の
趣
旨
目
的
に
賛
同
し

て
く
だ
さ
る
住
民
の
皆

さ
ま
や
団
体
に
、
会
員

と
し
て
会
費
の
納
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
誰
も
が
　
住
み
慣
れ

た
ま
ち
で
　
安
心
し
て

　
自
分
ら
し
く
　
暮
ら

せ
る
　
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
い
っ
し
ょ
に

実
現
し
ま
し
ょ
う
。
１

人
で
も
多
く
の
方
の
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

１
世
帯
3
0
0
円

世
帯
会
員

社
協
会
費
の
種
類

予備費支出 (10) 2,191
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) 974 
前期末支払資金残高 (12) 108,850
当期末支払資金残高 (11)+(12) 109,824

 
                  事業活動支出計 (2) 494,156
                             事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) 8,562
  施設整備等収入計 (4) 0
  施設整備等支出計 (5) 15,490
 　　　　          施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △15,490
  その他の活動収入計 (7) 19,815
  その他の活動支出計 (8) 9,722
 　　　　   その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 10,093

                                                 事業活動収入計 (1) 502,718
  人件費支出 359,254
  事業費支出 91,132
  事務費支出 27,783
  貸付事業支出 621
  共同募金配分金事業費 2,744
  助成金支出 12,479
　　　　　　　　　　　　　　負担金支出                                                                               63
  その他の支出 80
                                                            

  会費収入 5,850
　　　　　　　　　　　　　　分担金収入　　　　　　　　　　　　　　　　 1,020　　　　　　　　　　　　　　
  寄附金収入 600
  経常経費補助金収入 91,262
  受託金収入 114,332
  貸付事業収入 621
  事業収入 8,977
  介護保険事業収入 117,847
  保育事業収入                   　　　　　　　　　　159,927　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　受取利息配当金収入　　　　　　　　　　　　　　15
  その他の収入 2,267

支
出

収
入

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

その他の
活動による
収支

施設整備等
による
収支

(単位:千円)

収入
支出

収入
支出

　　     勘定科目 予算額

令和7年度　資金収支予算書（当初予算）

(自)令和7年4月1日(至)令和8年3月31日 事業計画決まる令和
7年度

名張市社会福祉協議会

事業計画・予算の詳細は、総合
福祉センターふれあい２階総務
係又は、当会ホームページでも
ご覧いただけます。

�. 各地域の
福祉活動
（��％）

�. 各地域の
福祉活動
（��％）

�. 社協会費
     募集費用

    （�％）

�. 社協会費
     募集費用

    （�％）

�. 地域福祉
の推進

（��％）

�. 地域福祉
の推進

（��％）

�. 法人運営
　事業

（��％）

�. 法人運営
　事業

（��％）

令和6年度の使いみち

各地域の福祉活動 地域福祉の推進

法人運営事業 社協会員募集費用

地域づくり組織における福祉活動の支援 地域福祉事業、広報費等

県社協会費、印刷代等 チラシ、封筒等

1 2

43

区分 金額

世帯会費

組織構成会費

合計 5,597,121円

5,364,121円

233,000 円

令和6年度にご協力いただいた会費の内訳

組
織
構
成
会
員

１
口
5
0
0
円

１
口
5
，0
0
0
円

賛
助
会
員

　
区
長
さ
ん
・
自
治
会

長
さ
ん
を
通
じ
、
市
内

全
世
帯
の
皆
さ
ま
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
を
と
も
に

推
進
し
て
く
だ
さ
る
団

体
、
法
人
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
団

体
、
法
人
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

社
協
の
活
動
を
資
金
面

で
支
援
し
て
く
だ
さ
る

個
人
、
企
業
、
団
体
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

事業別基本方針・目標部門別基本方針

中重度ケア＋自立
支援・重度化防止
ケアなど専門的ケ
アを提供し、「自
分の家族も利用さ
せたい施設」を目
指します。

「介護が必要な状況
にあっても最期ま
で地域で暮らした
い」の実現に向け、
ご本人ご家族に誠
心誠意寄り添った
支援に努めます。

心身ともに健康な子ども、「よく寝て、よく食べ、よく遊ぶ
子ども」。体力のある子ども、意欲のある子ども、友達を感
じ合える子どもの実現に向け、保育・保護者支援・地域の子
育て支援の拠点として機能を発揮し、多様化する保育ニーズ
に対応していきます。

利用者の “尊厳ある本
人らしい生活を回復す
る” 取組みを市民の理
解のもと、多様な関係
機関とともに進めます。

市民から信頼される組織基盤の整備に取り組みます。併せて地
域福祉を推進する職員の定着率や満足度をあげるため、快適な
職場環境の整備を進めます。

総務部門 市民に信頼される持続可能な法人経営の基盤づくり

地域福祉部門

地域での孤立・孤独に気づき、つながり、見守る
「誰ひとり取り残さない」地域社会の実現を目指します。

コミュニティソーシャルワーク機能の発揮により
�.「自分や家族が暮らしたい地域づくり」を進めます。
�.「地域福祉の多様な担い手の育成・支援」に努めます
�.「地域でつながりを実感できるセーフティネット体制の推進」
　  に努めます。

介護部門

『最期まで地域で暮らしたい』の実現のため、
安心と信頼のケア提供による選ばれる事業所づくり

�. ご利用者・ご家族から信頼されるケアをします。
�. いつも利用者を第一に考えたケアをします。
�. ご利用者に安心と安全を与えるケアをします。
�. 地域で選ばれるケアを目指し、努力と研鑽に努めます。

保育部門

子ども一人ひとりを大切にし、
保護者からも信頼され地域に愛される保育園づくり

�. 保護者が安心して預けられる保育園づくりを進めます。
�. すべての子どもがいきいきと育まれる保育を提供します。
�. 家庭と保育園と地域が協力した保育環境を整えます。
�. 多様化する保育ニーズを実現できる保育園を目指します。

“選ばれる事業所（園）” づくり：社協ブランドづくり

生きがいと健康
づくり、介護予
防に取り組み、
健康寿命の維持、
活き活きとした
生活を送れるよ
う支援します。

「専門性（コミュニティソーシャ
ルワーク）に基づく地域福祉実
践」と、「情報発信力の向上」に
より、ネットワークで支える地
域福祉基盤の整備に努めます。



赤十字活動資金にご協力を
お願いいたします

次
号
は
7
月
00
日
を
予
定
し
て
い
ま
す

「
ほ
ほ
え
み
」
の
発
行
と
　
　
マ
ー
ク
の
事
業
に
は

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
の
一
部
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

５月赤十字運動月間名張市総合福祉センターふれあい

「生きがい交流スペース」

■保育園 ☎63‐1767

■マイ保育ステーション

名張市丸之内67‐10

令
和
7
年
4
月
か
ら
ご

利
用
い
た
だ
け
る
の

は
、
名
張
市
に
住
所
を

有
す
る
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る

方
で
す
。

①　
昭
和
36
年
3
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
、
お
よ
び
そ
の
介
護

者
又
は
付
添
者
の
方

②　
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
一
人
親
家

庭
の
方
（
土
曜
日
の
み

ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
）

初
め
て
ご
利
用
い
た
だ

く
際
は
受
付
で
個
人
利

用
証
を
発
行
し
ま
す
の

で
健
康
保
険
証
や
運
転

免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
等
、
住
所
、

生
年
月
日
の
証
明
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
施
設
内
に
は
カ
ラ
オ

ケ
ル
ー
ム
や
ビ
リ
ヤ
ー

ド
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
等
が
あ

り
、
趣
味
活
動
と
し
て

麻
雀
、
囲
碁・将
棋
等
、

サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
カ

ラ
オ
ケ
教
室
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
、

書
道
教
室
、
英
語
教
室

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
筋

力
維
持
向
上
の
た
め
の

マ
シ
ン
や
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
談

話
や
飲
食
が
で
き
る
大

広
間
も
あ
り
一
日
を
施

設
内
で
過
ご
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
、
マ

シ
ン
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ

ッ
プ
な
ど
の
別
途
料
金

が
必
要
な
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】
1
日
利

用
料
2
0
0
円

【
開
館
日
及
び
時
間
】

月
曜
日
〜
土
曜
日　
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分

●
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム　

午
前
9
時
〜
正
午　
午

後
1
時
〜
午
後
4
時

【
休
館
日
】
日
曜
日
・

祝
日
（
敬
老
の
日
を
除

く
）・
年
末
年
始
（
12

月
29
日
〜
1
月
3
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

生
き
が
い
交
流
ス
ペ
ー

ス
☎
63
・
7
3
9
7

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
か
ら
全
国

一
斉
に「
赤
十
字
運
動
月
間
」を
展
開
し
、

赤
十
字
の
理
念
と
活
動
内
容
を
よ
り
多
く

の
皆
さ
ま
へ
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
一
世
帯
５
０
０
円
を
目
安
に
「
赤
十

字
活
動
資
金
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
活

動
資
金
は
、
災
害
救
護
、
国
際
活
動
、
赤

十
字
講
習
会
事
業
等
へ

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
三
重
県

支
部
で
は
、
地
域
の
防

災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
、

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら

の
ご
要
望
に
応
じ
て
救

急
法
や
防
災
セ
ミ
ナ
ー

▼
テ
キ
ス
ト
様

　
10
万
０
，
０
６
０
円

▼
テ
キ
ス
ト
様　
１
万
円

▼
テ
キ
ス
ト
様　
５
，
０
０
０
円

▼
匿
名　
5
，
０
０
０
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
7
年
2
月
28
日
ま
で
に

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方

善
意
銀
行

法
人
寄
付

介
護
支
援
課

◆
看
護
師
（
臨
時
・
登
録
）

【
時
給
】

1
，3
2
0
円
〜
1
，5
5
0
円　
　
　
　

【
応
募
資
格
】

看
護
師
免
許
又
は
准
看
護
師
免
許
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
病
院
等
で

の
臨
床
経
験

※
業
務
内
容
、
勤
務
時
間
等
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
係
☎
41
‐
0
7
8
0

（
平
日
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

職
員
募
集

赤
十
字
講
習
会
等
の
講
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。ご
要
望
の
日
時
、

内
容
で
赤
十
字
指
導
員

を
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
赤

日本赤十字社三重県支部では、
健康と安全を守る講習会を県
内各地で実施しています。講
習の内容・時間等、皆さまの
ご希望に合わせて開催するこ
とができますので、お気軽に
お声がけください。

赤十字
講習会

日本赤十字社三重県支部
名張地区 ☎��-����

十
字
講
習
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
日
本

赤
十
字
社
名
張
市
地
区

（
☎
63
・
１
１
１
１
）
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